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N33b 降着円盤における磁気回転不安定性の非線形時間発展
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前回の研究 ( 95 秋季年会)では、降着円盤におけるパーカー不安定性について、鉛
直方向の重力、ケプラー回転をしている時のシア回転を含めて行なった 3 次元 MHD
シミュレーションの結果を報告した。
今回はシア回転がある場合についてより多くのパラメータで計算を行なうとともに、
各物理量の非線形時間発展をより長く追うことにより、Balbus & Hawlay 不安定性
(磁気回転不安定性)がパーカー不安定性にどのような影響を及ぼすかをシミュレート
した。その結果、パーカー不安定性の成長率が十分大きくなる β(= Pgas/PB) ∼ 1 の
場合でも磁気粘性パラメータαB(= −〈BrBφ/4πP 〉) の値は 0.05 程度の値になりうる
ことが示された。併せて、この結果とBrandenburg ら (1995)の 3 次元 MHD シミュ
レーションの結果との比較議論もおこなう。
さらに上の計算に放射圧を含めた場合の結果も併せて述べる予定である。


